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4．調査項目   

・調玉柏R口上の÷「っり  

診環報訓改定の貼契ほ証に惰る特別調査（平成20年度喜周蛮）  

外来管Ⅰ別口算の意義付けの見直しの影響調査 紹栗慨要（速報）  

主な内容  
肘掛叫離宮 澗偶帯、許坤帰日t 恥ほ欄∴ 外甘酢削が帖）  

外L、診凍・けル兄（外メ・こ誇喋々行つ′：しIl〉詑種村 主たる言左耳引、賓′ト（て  

いら戸fニ編瞬間．外来詩特急占1巨、人⊥k∴ノ」詩愚者蹟、再話患盲担ペ人草  

外来管理祷層≠は）  

シト」1育ノ酎ロ￥JJ）甲走れ況等（割出ノ．況、言頑再三言、「丈ノま七牽時脚  

叶★、管噂■」口′甜ノ）菅尉、いノ）凱良L＿に上ろ㌫■葺  

r宅モ切」率／f説岬」こりウろ彗え  

外来許他加増こ・八、〃膵臓拍  

1 目的   

・外来管理加算げJニ‡丁引寸小JJ兄」白しに王引す癌植的′＼げ）冒‡饗し・’〕把愕  

・外来首也加符≠境牒汗什＝小山 しに」ふ記舌へれ㌢誓兢世情  

2 調査対象   

・キ・調査で江、博昭調嵐．「3き姉再調査」、「．生首謂占」l）1ノ】レ）調≠，を・貫施し∴ ㌫長町占   

ぃ吊無H、繰≠止．事」り∴烏て  

・病陀前古、午阿〝ノ病院山Ll」ノ1－しⅥ作靖皿出しナニ上川U抗議竿二了二し．．－一購病症叛かイ職住   

棄l掛小柄経とL∴  

・訴楕所訓藩．iご阿〝）一一昭≡七棺戸J「rノ叫か・：J丹て作．わ抽出Lプニュ川〉り騒乱  

・娯‾占■抑か一⊥三」r病院調狛 及びr云神六戸J「紺育」い什√生ん声設1′三P植田に7に抗しブニ．配古   

たたし、巨～電設に一ノさ根上1も′′ノ宙㍉＝．し7二Ji’Lハlノ、l拙け∴町畑封射L頂う算定した哲   

昔ヱ†．、外来電刊抽出トト甘右′左小りた内需正成げ巨㍗とした  

■ r外来甘訟加打をTT右しノ1∴トノた鬼石」とぎ1、軟去＼り′、ヒリナ・一ンIン、柏伸府中  

H昭†主、処軋 ＝廿．府酢、放射1環；む僚を行′1ごいない甘汀乳首としし  

3．調査方法   

・■廿便通潔・他省か記人l‾て－白云l二人i現缶普ウ）郵1ち配山・巨川lとし／∴  

・「仙完調査」及ひ r吊な端折調王」に⊃■．＼て托、施設舶生、i■ト来示乞械机比況、外来官設加符  

（り；下庄1ノこ【レ」、外来管理加聞耳逐牒汁仁一／）払良しに⊥る彩宰、課題等を毒手lも調査票（「病   

院票」「諮朽軌莞」）を配n一い∴  

・患者調査：二′‾ハ＼てH、且ヰ牒性、i瓜ユ完・ル祝，診裏内木に叶「るi前払竺．外来管埋加打：二   

俣けてI認知度？ろ九等を苓ねく）主用む禦（「患者光り を虻′山L7∴ 配‘いこ際して（ま、⊥己J   

山 r柄院抑む」及び「診療戸I戸主q占J〟り1（k施設な通じて行っLが、帖巾は、各患者か－、   

調査事据局毎れ専用の返信用封筒にて直㍑ 川1し7∴  

・畠田古実姫路靴士平成2（）年l三月、平成ヱ」午ln  

詰再刊澗糾  痛言注い概要（附謀れ 碓別、町托し邑柏、クー案担当仏紙甘l  

外来診療ノ）伏7疋（外来診療を子1ノノこ■い∵轟墳杵、十王言壷戎†l、≠ミ不しノて  

い㍍み阻時間．外ヰぷ偏烏＝功∴カ㌫日射届軋ク日詰絹ほ律用′り＼凄、  

拙諺記者故．再話治者好べ人敬．外来管理親風止填  

外牛酪岨場外ハ軒紆帆掛等（れ右折潤∴料動升「、「王ノ髭御キ間）  

外火哲也甘豆り膏た‖けノ）見直しに上ム㍍導  

「懇切l’箪なさ礼帽」に力lろ考え  

外来哲理加欄についぐ・ソ）押出等  

矧性 ＝封、1一輪、甘阿  

品院情況烏」づ謡Lた詐標刃㌧ 亘姉封扉む．通院町瞞）  

詰碩「一1ふやり李lトノ）打襲  

話頭晰モ等（三女黒埼問、詩害再も、詔注り化訂」十ト．利根「ヰ・言下帆 三∋登  

時間I二け‘巨亡】評イ而 医師力説明内一けに一八、rrり別事曙キ）  

外来首塵加計にりいて車ヤ∴写り矧札獣†に・■ノい・：7つヤ／L r虻しプJi轟／（言叱  

明」に∵パ、：ハ娯」月、外」、管理旭やノ）ニこ」加沌、毅」乍彗）  

5．結果概要  

（1）回収の状況  

（2）病院調査・診療所調査の佗果概要  

1）施設属性  

′〕二；病院の施設属性  

図表2 病院の開設主体  

0ヽ  20㍉  40ヽ  60＼  80ヽ  10¢ヽ   

図表1回収の状況  

有効回収敏  有効回収率   
病院喜田査  1RG  12．1％．   

診療所調査  5島5  ZリコIH．   

患者調占 l，9二事3   

全体  
（n＝486）  

※病院湖庖・診煤所調査についU上．外来誇積む行ってい′ごい犀種機関む礁）力葉上   

しぐ隙き、有うわ山谷上した  

㌻：‡患者別室についてに、リハヒリテーンごJン・処置／∴と一シ主砲した小言と患者ユ・撫功   

紫として除き、訂功山憲とした、  

立  占右左  口公的  
口社会保険関係団体 □臨碩法人  D個人  

口竿披法人  咽その他の法人   □無回答  

※て；ノミ・阻設＝和坤沌  

図表3 病院の病床規模  

0＼  20，。  401。  601  801     10（n  

全体  
（nこ488）  

平均値・tO2．a床  中央値：錮床   

○川床兼牒 □50－ウシ床 □100～149辰 口1う0床以上 口崇回写   



呵責4 病巧言の柊員敬 し常主力換算ノ け二司Dlノ  国表6 占；任所の餞別  

q】）  20t0  4口l〇  3れ  ICリ㌔  

一」「  大使 最小値  

合体  
（rト53さ）  

口碑転読†が斥  □ち民デ言魚戸烏  口福田誓  

亭主［二∃二二三玉］  
り∴ 去＝F鍔／り＼掠  TE圧㌢目上‘チ1・＝屈朽卜三㌔i′ノ、1‡そL二し  図表 7 ≠i庚診療所の許可病床致（11＝8〔」  

F「病「「壊偏ご）  
「乙i今燕所の施示生民性  

珂去5 三享1如斤の開設主†′亡＼  

0■●  〉け、． フ0． コI1  月O】． 1t〉′  6U】J 7日   5n㌔  9（ノ】u lO－ノつり  

ホ17r市庁艮小「咋巨）1．しご′11施設  

凶哀 臼 講演所の職員蝕（常勤i免罪）（n二579ノ  

□国元  □公立  □公的  
□社会促眠傑1i象山†木 口医療法人  口他人  

巨聞損人  心ての他の′主人  口窮良け   

グ〔・三 間設1†手い内票  

洪 、上il蹄ノノ、い】付J「「二矧．1  巧′ぢi勅占 ）   

人ぢt■け潤犯浴用牒！偉  

甘；遣ノ†」軋 市‖I一札 他方袖手行Lけ．よ人  

l木方十‖、済生会，北勅虻刷チ1ぺ廿い∴ う［喜一｝生農業的  

連合会．l1民陣店「郡帖朴損打滝  

†lプこ「Y瞳閏佐田体  封引二†棋拙け減点聖，隼㌢H㍍閂lか町計∴罷声旺瞼た  

けて組合ノとtト乙ノ）凄宍㌧∴」半肩組合ノょけノこソノ⊥襲．↑；  

公ポー主人、‖公吏潮用J、、阿狩生机 竺†一〔J）他ハ主上、  

2）外来語熊の状況  

′†′外来診療を行っている吉夢疲科（病院・診療所）  

蜃l表9 外来診療を行っている診横手1〔複数回警）  

√3；干たる言を癌科における表示象含療靖間（病院・喜多蒲郡）  

図表11主たる診療拙二おける表示診療曜日  
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図表12 王プこる診療科における表示診療時間（1週間合計）  

二11り）   

（」l二577）   

平均値  青票主筆偏差  最大値  丑小鳩  中央値      十＋←十  lり5  「〉h5  8り  コSり      1ユd  10」  Gh（）  r18  115  才外来皇多病を行うている主と旦診椚科（病院・診摂所J  

図表】0 外来診煎を行っている三と旦診療科（単級回答  （迂1た不言三矧け聞に▼「いて山同二川耶とノつて，】1・l杭てにト成澤∴㌃巧叩こrエH r屯乙＝  

二」い．、Lレょい′二とキ‘こ隼計し／∴  

互昌多感所における外来診療吏日数（平成20年10月1か月間）  

図表‡3 診漑所における外菜診療英日洩（平成20年】0月1か月間〕〈∩二562）  
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（∩＝486）（∩こ5851  
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内 外 窄 舟≠ 砧 小 産 呼 消 循 ‡．～ p良 市 泌 皮 そ 舞 下‡ 手1 形 成 阿 児 掲 徽 化 G ‡ ‡1   憲  口  
中  右 岸  の       外 外 繹 〒 

▲1 人 界 詣 品 ≠ユ    嘲 器 科 他 答  

（γLトントj、言’噂tけ圭二 し′∵勘山壱′）1ムこ↑㌧、jり遠言㌢九／ 、－【∵  
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31喜多寝所における医師全員の合三卜診療時程（幸枝20年10月lか月間）  

図表14 ≡音源所における陸前全員の合計診捺晴間（平成20年10月1か月間）（n＝544）  

3ノ 外来患者数及び外宋音増加壬算定画故（千厩20年10月1か月間）  

′℃見参痛扁l＝おける外来患者数及U外来管理加算遣定回数（平成20年10月1か月間）   

図羞16 診療所における外賓患者数及び外来管；別口貫算定回数し平成20年10月1か月間）  

（11二512）  医】挿；・吏j♂、外Tr：言方桁時間含云】†時間）  

平均値  棉準偏差  飼犬値  最小値  中央値   
付すペての外来患者延べ人数（人〉   】．227x  l】15S  川、リフリ0  bll  】l）155  

多患者数（人）   21Il（）  2128  臣1甘＝）  いり  」‖りり  

多患者延べ人数（人）   】．り2G〕  1り1：＝】  リ，コリ6（l   （〉り  8コG5   

④外米管理加算の算定回数（回）  J之り1  5（け3  Gl15：〉＝  り．0  2ホエロ   

t参加質質定割合（＠／（亘1）  411」％  

（i〔ト止紬た昌机J－計訪零‖寸糊こよ㍉うノー＿て一上1十川の圭詔呵聞（封湖沼ノ′〕ll【＝7．＝呵聞）与  

毒遥．ころ7）叶′）、しケ■るノ   

・Lも伽て‥邑叫｝計≡‡榊キ聞に／）い－、－無阿答し′り吏詣′1てIl沌ニ■抽・，．－∴ト′、二～tこ拾、いたuこ  

生計し／1  

√看病院・畠多疲所における外来担当医帥欺く常勤換算）  

国表15 病院t諮事泉所における外菜担当医師赦〔常勤換算）  

（汀11一トL患者故及l′メナトk管理加′I‡′練在国据二／）いて押出答′痛満雄71胞；㌢ごりり′ノ壇、ニ   

を信一いた払こ集計したノ  

母病院における外来患者数及び外来管理加算算定回数（平成20年10月1か月㈲）   

回虫l／病院における外乗黒古数及び外来管理加算算定回数〔平成20年10月lか月間）  

平均値（∩こ3t3）  

平均値  標準偏差  忠犬値   竃小惚  中央値  
＝1nR）   5ウ  Jリ      り」  tJ  
（llこ5721   いリ  1＼      し∪   

rけ）ント州【1匹帥兢に・ノい⊂重出’旨√丹録誉′ノ・、鞘左ご‡L78腫宗せ 訂嘩再トこにlり直話か】′．  

／■二′－＿－′〉 二†1を除い′■坑∴娼よ＝∴  付すべての  外来診療患  ②初診患者  ③再診患者 べ人  ④外来管理   告′加算   昇定  
延数   加算芽定回   割合      者延べ人数  

（人）   く人）  蝕（砲）  伯）／Q  お）   

合計  1．11277  〕J7．l  コ．‖川G  l．101（J  j  l．1‘H．   

内科  1．】2J2   リム7  1．りヱ7．5  5（1お∩    53一宮■   

外科  215（l   うl）．6  21Il．J   78石    Hう％  

6ココ之   61J  557．S   175．リ    15一れ  

2．l   【）5   トん   【）5    I，り一H．   

脳神経外科  りlt   1：事．J   777   1り5  〕  三11パ．   

小児科  11＆7   527   r〉6tI   〕5．0    ．（恢．  

J36   7G   裾用   】ヱ〕  31．ヱl兄  

2f〉S   25   ヱJ．1   lRl  7  5．81パ．  

5りl）   G8   ＼TT   〕（＝l    ）（け」  

リウ1   71   91リ   5（っh  ホ1¢‘ケ；，   

精神封  お55   18   g17   5．2   G21パ，   

眼科  11L元   ヱ17  1川l   2．〕  2．l■パ，   

耳鼻咽喉科  lり7   リ．9   1リ8   G．（）  

泌尿器科  7イ9   斗1   G（lK   コl．1  J  

皮膚科  Jl〕   RG   117   lリ7  

り÷）欠作用封）たいナンブルで触言ほ・行った∩  

lり  

②外来育三里カロ昇算定患者に対して必ず行っている診療内容  

図表20 外来管王更加算認定患者に対して必ず行ってし、る象多感内容（複数回答）  

0ヽ     20ヽ    40曾－    60ヽ    80ヽ  

4〉外来管理加算の算定状況（平成20年10月未現在）  

仕）外来管理加算の貨窪状況（平成20年10月未現在）  

図表用 外来管哩加算の算定状況等（平成20年10月末現在）   
問診  

身体惨胃  

症状状態lこついての脱明  

治橋方針についての説明  

生活上の；主意や指導  

処方粟についての脱明  

悩みや不安・正閏への対応  

その他  

無回答  

麻臥l下司69  

診傾所（∩ニ514J  

n平成2q年コ月以前から  口中成2（）年1月以降から  □絆回答  

下▼ 二藩   



3外宗管理エロま謹言曇雷1人ちたりの平均診扁時間  5）勇夫ゝ射望加管の貢蒜付けの見直しによる影響  

巨Ⅰ去ココ 外来首唱加算の言謁付けの～ま直しLよる新嘗  

l〔＝より註矧二王ナH＼診察笥を行うようになった」  

例よ21外来篭哩加謀百足足音l人あ／ニリの平比」話語凍沌1（iト  

〔ル県十両亘 しfE、声1り1．し∩  

‡烹怯22 外柔管哩加闊評定請書l人あたL」しか㌣均話頭脈≠・分布  
□人し、にあて一1チる Dや鮎〔rまよる  ロどららともい兵互い  

Oあ三」あてLこ三L⊃′・い□告くあ印章▲ノぢい □鞘一書  

凶左24 外繁笛哩加算の芸名付けの見直しによる影響  

lく2ノ雷名に説明キよりわかりやすく、丁零に行うようになったl  

川ー．                    Lu・．    1Lら．  

亡：F エ  

コク；以し丘i）未満  

6分！ユ上7沖天満  

’．㌧l、l∴  

3分以上9分末請  

9ク「以上1tl分庚藩  

用分以上5分未満  

15分以⊥  

仁美い■こ血ては走る  □や＼■あてはまる   qとl，」1と1．いスない  

ロス1Fノあて鳥まらr▲l、口食くあて札束・1もし、 口中回送  

凶去25 外来管理加算の言盛付けの眉直しによる影㌍  

l（J」症状や説明内容に対する黒者の王里薫三度が高まつ／二」  

封1㌧            （山q．    且∪ヽ  

□病儀hパ服）  

□話1h5力（rlニ）70」  

□失し、にあ〔は王S  □ややあてー言まる   □とち・ユ上t′いえてLい  

口前プリ砺てけまぅない □貴くあて（土まら仁い 口和回筈  

図表26 外来管増加弟の意為付けの見但しによる旨㌘苧   

「（4）患者の疑問や不安を汲み取るようになった」  

図表29 外柔管理加算の意義付けの見直しによる影響  

l‖）患者の待ち時間が長くなった」  

e．            1uヽ             自し汁．  

ロスいにあては手る  ロややあてri【よる   □とちらとtいえ／八＼  

Lヲあまりあてはま宣高い口全くあては乗ら′八、口躊回右  

図去27 外来管理加算の意義付けの見直しによる影誓   

「（5）患者一人あたりの診察時間が長くなった」   図表38 外来管哩加算の景教付けの見直しによる弄∋響  

「（8）自己負担が．慧くなるため、5分以内の診療を求める患者が増えたJ  

20＼     ヰ0▲－             80－．    1日O■．  
縞E躍．。文」6q  

．；毒草所 ∩＝51↓  

□大いにゐ〔は壬る  □ややあてー：ほる   Eごらら上もいえない  

□あまりあて」まま・jちい □皇、あてIl夏ちGい □策匝指  

図義之8 外来管理加算の意義付けの見直しによる号三与誉  

「（6）診療晴間の延長が多くなった」  

28，    ・1し〉ヽ     qU・．     6し）■．   

□人いにぁてはまる  □ややあては貢る   口とららともいえない  
口Ib貢り品（lJまら伝い □食〈あてほ雷らない 口篭国吉   

桶説こ1二代拍  

J乙」8席、∩＝～川  

口火いこあては承る  □やllあては弄ろ   ロビちら上Lいえ一．い  

□あチリちては貫らて■い □皇、∫．て仁L至らちい 口峰回苫  



6）外来管哩加算の貫義付けの見直しによる経営上の賢‡哲t自由記述式）  

i什吉見けれ′り∴いり1∴㍉ろ  

（〆【輯尚書】と【言三甲軒サト：1さノ亡」蔓いはうイ」十左しイ∵ハ、川」′1・れ二）  

0外来管哩加算を算定できなくなった愚者が増えたため、減収となった。  

○従来から診療時間は十分時間をかけているので、棉に影矧まない。  

○ヨ切丁寧な説明と5分以上に拘ったため．患者の待ち時間が増え、延べ悪者故が減った。  

．′′患者からのクレームが増えた，  

（⊃5分以内の診療を求める患者が増えた。  

○諸般時間の延長により、外来部Plの残業代が増加した。  

○診療内容は今までと変わらないが、カルテヘの記載内容が増えた分、診療時間が長くな  

り、黒者を待たせてしまう結果となっている．  

0小児のみが対象のため、黒番・保絶者に納得してもらうよう診焼をするため、診蛎時間  

はもともと長い。今回の改正による影響はない。  

など  

7）望ましい「想切丁寧な言克明」  

′1潤ましい「懇切丁箪な誠明」の困容（病院・診碩所）  

図表31望雷しい「懇切丁軍な説明」の内容（病院・診短所）  

ミュ紬如こγ広一るへ～】∩8  毎回実くち丁もべき叩日  
日口  上qO lOq  ロ0凸  b【u 「Ol  

問じ  
∩＝J・u   

GIL伏せにフL、ての長明   

拇綾乃封について心日周  
鐘．毛上げ）壮言l．ゝl旨哀  

史一方貞についてのl嚢IR  

二「こ．  

q■】い・】   

l上代†k℡につい⊂lり．巳明   

日東刀川＝ついて中津明  

宝点上め4眉イ用バ  

是万一についての：賢明   

以JIIJ子吉b阻へのわ正  

その他  
山困苦  

H  ，ロム即売ぐ什＝1qO・  

聖者か虻卑TT′it見明主謀めr：伸二一馬丁もべ～】月日  

JO〇  血OD  陀8 1し氾   

皿巨訂「 「 「  

医師が彪欄と日加し／こ析に空喝すもこさl只巨  

n■TJ－■   

慮u∵仇型＝ヽLIての三女明   

、油直方l十ー＝ついての詫朝  

生竃上の玉置やほヰ  
払方黎rこ1いての：的q   

l＿みや亨妾宅周へのり応  

その他  
Il巨】盲  

勾餌ヱl詳  

伝‖しは亮lこついての迅l月  

ヤあ  ゴ．五上の詫帥鳩ヰ  

（3）患者調査の結果蹴要  

用患者の基本屈性  

図表33 恩者の性別  

D■■  20＼     40■．     6（〕●．     80■．    】00■．   

図表34 患者の年齢（歳）  

平均値  標識偏差  最大値    最小値   中央値   
全体   57ll   18．1  l【〉〕U  U，U  （）り（I   

算定．一班   5R5   17．リ  10：l0  20  （‖り   

算定′上し   5．l．リ   1日9  ウリU    （）0      57（l   
隼「‘録音H・両日㍗外来琶Ⅷ机再折㌢薙定した患者、「飼定′亡LJii外来管理畑蜘む豹走しカカレつ7二記者を表   

1  

図表35 悪者の年齢・分布  

0恥  1001      200■。     300■。     400㌔      50【）■．  

全件  
（∩二19コ】）  

算定あり  
（n＝11（抑）  

芳完なし  
（lドlつ3）  

】0漁未満  

10－19歳  

20・－29鼠  

30－39歳  

40→49歳  

50～59歳  

60一一89歳  

70～79歳  

「▲‾‾▲i蒜▼¶‾‾言妄－；  口約苔】  

▼ミ汗簡足付りけ外来管理■ノロ育むノ陣定した智者、r育種／ル廿L外1、管埋加掛ユ・常在し加・つた憩首む表   

十 川l、同仁k  

8。飢上塑醸飢   



む患者の通院憮涜  
臣1未 コ6 黒古の†言縞  

□合作〔1‾191ユ）  口許淳ム」 ：コり  □管完左ノい13：3】  
図表 37 ゞ・該し∴診憶雷ト  

払臨血遥   

一鼻   競   尽   t   

尿   宍誓   弓几   ん  
h    血  

「い1（ヰ主音lヒ」＝り‖こlトナー′1   Jr川けrlノ  し誉室  

図表38 通院頻度  

【）  l肌  20． コnrノ． 1nQ。 50－。 60r． 7亡I、． 2U■】 9U■リ 1UO⊃】   

全休  
（ll犯31  

賢：看あり  

（rl二1川0〕  

常完なし  
（11＝8ココ〉  

□納めて  □遁に1回程度    □2週間に1回程度  

□1か月ーご咽持l妻   ロコかRに1回手芸瞳  巳年に数回幸呈瞳 」  

ロモの批  口宗凹害  

・「与りモ畑㍑」け外J、宕ノ針J【】両－＝＝7・主事、r冒▲t∴・し片刃井上管牒ノ口唇左i？走しノ亡／㌢、「た奮音4た1  

リリ  

図表39 通院期間  

0一－   ＝）qQ  20■u  3り㍉ JL仇  50コ∪  石肌  7lJq。 ピ＝□り  90■．10U一。  

／ヨ、亮多寮内零等の変化（同じ医療庖附に1年以上通院している悪者）  

図表40I望当［室の変化 し同じ医療機関に1年以上通院している患者）  

0′亡  ㌢0－．  40■ 60㌔  ∂0㌔  】0肌   

全体  
（∩＝1142）  

昇定あり  
（∩二693）  

算定な」  
rn二4491  「喜怒上＿。か月末諺   

□6か月以上～1年未満   □わからない  

□無回答  

□†か月末溝  
口3か月以上仙6か月束ざ昌  

□1年以上  

□その他  
j □担当医師は菜わらない  口担当医師は変わった  □無回答  

・「号一志r－】りけい、管理川鴎セn足しご二？音、「ノちIモ㌻亡樟細り、苦境リ口唇ノトわ左し／f、．、一7、二肯育七牒＝  
ニ：・「熱帯予叫」け＝、許哩加東なセ荏∴や盲、「†トビ∴・lトト来意麒旭やむ再三ノ∫い／〉た津盲′fこ1  

凶去4】4月以瞳の診察内容の変化（問詰・身体診察）  

0∩，  20㌔  40⇒  6仇  80q  101ア，   

全休  
「n＝98引  

算菟あり  
（一1＝602）  

算定な」  
（11＝386〕  

伍3月以前よりもT三串  口3月以前と変わらヂ丁寧  
口3月以前と変わらず丁宰でH烏い g］月以前よりも丁字ではない  

ロ蒜掴苓  

・．・目方h＝」ト′ト1．旨哩ノ日日王〔J′tし二隼首∴＝1圭左いノトト戸越ノロ宇J甘か煮い圭∵ト7二琶盲1黄l   



図表ご14 4月以降の診察内容の変化 し処方された更についての説明）  

0㌔  2〔I〇1  40↓。  80】－  SOヽ  101乃   

同意42 4月以区毎の診雫内容の変化し症状・状捌こついての医師からの説明ノ  

0、一  JU’0  400】  6m  ビUq  1しⅥ一。   

全休  
（∩＝シ己8）  

某亮あり  
（り＝602）  

旋往なL  

（∩＝38G）  

血コ月以前上りもわかりやすい   口3月以前と変わらずわかりやすい  

田3月以前と変わらずわかりにくい q3月以前よりもわかりにくい  

白組回答  

● 
∴ ．∴  

1．竺警句答  

川戌甘lり けト1．音塵甘わ互育靖し；二Jヒ素、「（‡疋／L▲し」＝外来主雌■州再む甘斉しわ7ノ、つに合音なモl  
・：：「巧もし直j；外」′、管性‘J口付互・一軒雀し∴記首、「因斥∴ニしjJリトト吉埋」口掃むわ定し互い〔た憩室む苓1  

図表d3 4月以降の診察内容の変化  

（今後の治穂方針・生活上の注意や指導こついての医師からの説明）  

仇  20ヽ  401  G仇  80－－  10（「∇   

【11衷4h 4月以曜の診察内容の変化（悩みや不安についての相吉炎）  

0■。  2伊．  40●．  60㌔  已0＼  10（一書   

全体  
（n＝9S8）  

算定あり  
（∩＝602）  

算定なし  
（∩＝38（l）   

全体  
（∩＝鯛鋸  

刃茸あり  
（∩＝602）  

貸売なし  
（∩ニュ88）   

口3月以南と変わらずわかりやすい  …呈！毘霊怒れない霊禁  

；：1「汁定川りH外来菅虻川梱な欄宣し7二怒古、「算定ノ′了し」r’㌻外来管理畑唇を幹足し7f六一つた患者を表l  

li 

コ月以前よりもわかりやすい  
白）月以前と変わらずわかリlニくい 臼3月以前よりもわかりにくい  
□操短】筈  

※「自足ダーり廿「外ヰし管理■Jロ廃ろ佃定し7二患者、r甲走な」」Jけぃ日動阻加掛な身託し／ごえ、つた患者む棄】 

④診零を受けた時の状況  図表46 4月以降の診買時間（庭師が直様診察してくれる時間）の変化  

肌  20■－  401  601  8Dl－  108－。  図表48 診察を受けた時間（分）  

平均値  凍準備姜  最大値  最小値  中央値   
全体（n＝1、コ70〉   リリ  おh  l三（I（l  lり  1（＝l   

打7旨かノいl＝7（）5）   l【l．5   リ5  tヱ0．（〉  ヱ0  11＝l   

帯電宣し（」l＝5（〉5）   S8  丘リ   小口り    6．（〉   

洪「云を繋時間」とlヒ、診察主に入り．匹師から直†責、問診や舅′休診繋なモi†たり、厚師／、諷m〔   

たり．阿叩から説明故傾いたtノしたl定、診焉主な州ろ董ぐ小暗間な指す．  

：‡「一しノか：1′1二い」という回答、無河芸を除き、集計したレ  

図表49 診窯を受けたl時間・分布  

00■。     1001－     20m     30飢     40（r。     50飢  

▼ 
l－一8；云右表示義元三三昌完這㌫及去ら完こ、   
1【コ絹以前よりも短くなった   ロ舞回答  

5i）未満  

5分以上6分未満  

6分以上7分未満  

一分以上8分未満  

8分以上9分禾一銭  

9分以上10分乗満  

10分以上15分末三石  

15分以上   

図表ヰ7 診察寮での待ち時間の変化  

肌  2D■d  4飢  6飢  aO㌔  100－。  

ロコ月以前よりも長くなった     ロコ月以前と変わらない   
ロコ月以前よりも短くなっ／＝     ロ禁固答  



図表【）0 医師から空けた診警≡の内容  

口享挿    口算息かノ  ロ∬長く1  
〔11q3コ   （ tlOO） （「83j  

図表 5】き；崇内字引二対する撼定圧  

01q  2Do  Juこ  Cnl。  日口’，  柏lノ。  

ロとても．良房」ていう  0ふ筈足して’し、る    臼どちらとLL＼えない  

田不満亡ある  □とても不．烏で晶る  口唇回害  
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国表52 診稟時間の良さに対する評価  

Qd．  2Ul．  1U  （）0く▲  月n、．  1001  

図表53 医師の問診や身付、診察の丁寧さについての三幸価  

α一  20．  1n■山  60。  2U一。  】nOヨ】  

図表55 医師の説明内容についての理解亀  

20□。  司0－．  6（ll。  烏（γ．  1∝r．  

囚とてLT昆たった  

田どちらともいえない  
日まったく丁量ではtlかっ／ニ  

ロ取回苫  

ロ丁寧たった  
肩あまリ丁寧ではなかった  
□その他   Ⅶ十分にj望解∈き†ニ  

ロあまり理解できなかっナニ  
日説明を受けていない  
口無巨三笠  

口だいたい嘩角写でき†こ  
田まったく圭望解てきなかっナ：  

□その他   

怯」表54 医師の説明内容の丁寧さについての評価  

01－  2（〕ユ 4日【。  G（】＝．  80【㌻  川口■。  

8とてもT遥／三った  

巴どららとLいえない  

□よったく丁三三てはなかっr  

ロ無国富  

ロ丁寧だった  
田あまり丁寧でさ．上なかつ「二  

□その他  



⑤外来管理加算こ「いての考え  

lさ懐56 外来管哩加算の晴間の臼安についての考え  

ひ  2仇  4G’，  じ帆  2n■】  川nl  

別表56 「懇切丁寧な説明」についての要望  

Dl，  2D㌔  Jnヽ  6d■．  8u＼  】00ヽ  

全件  
（nTl‡）j3）  

汲完あり  
（nこl川0〕  

算詫なし  
（∩＝3つっ）  

口碑院毎に全項目 □通儀酎ニー師鯛  
≡≡：芸二：‡≡冒 

たときのみ全朋（と酔糊  
口白i〉が求めたとき／ごけ全項日   日自分が莱め†ことさ†二け一部項目   

□その他  □軒別苓  

図表60 外来管理加質の㍑知度  

0ヽ  20ヽ  40＼  脚．  80ヽ  100■っ  

図表5！）実施してほしい一部項目の内容  

通院判  王朝的  

t彗！ロコ享，1  

泡∈ 払 塩  

ロ知らなかった  □無回答   
粍既に璧化7）1あ′つ7‘二とき〝）∫‘  白1）が」■す）7一二とき   
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弓ノ外来苛f至Ⅲ凰についての意見く∃誓二己び式う   

外圭官や拍」「「につー，、：申さ予告∴、・ノr「ノ王／＼苛与⊥：1∴ ノそ一日り ニ∵  

0桔問∈決めるのは耗1貨がある、．／韓閻よL」も雷や西巻が大石 ノ／鴫罰左日モr すろU）LL   

あまりに撼罵的で㍗絹できない  

（⊃牛法上の増俸習性面eの泣言、指導面のきめ描かい害さは非常に†主立）ている  

0持ち時間が短い方がよいっ′／拍ら時間が畏すぎるり  

（〕5分は長いと思う、庄吠が安定して変わらなけれrま2～3ク）てすむところ、右巨5分ノバ丁   

ては長い  

0病気によっては、三先明に醇聞をかけ〔ほしい  

0時間L大切かもLれないが、たた良いよりし汚〈てLてさはさとLてくれる方か軌かィ 

′′要点だlTを手短に訪己明」てほしい（  

○外来琶増加注＝医師の懇切丁寧な説明、てあ九は憑宗とし′て求めていそ，大切なこと1一、ミロ   

て必要たが、わざわざ損且つけないと葺け）れないのはおかしい 

0ハソコンを任用しr、体調疎の変化や質の副作用等に関しても丁軍に説明を針’∴ 女L、   

が保てる、  

むど  

∈）   


